　　　　　　　　年度（1回目･2回目）
　　　　　　　　　　　　　　消防訓練実施計画（案）
１．目的

　火災や地震等の災害に対し、人命・建物等の被害を最小限に食い止めるために、通報連絡、初期消火、避難誘導並びに消防用設備等の取扱いの周知を図ること、防火意識を向上させることを目的とする。

２．訓練想定
①　出火想定は、昼間想定・夜間想定【夜間警備等最低人員　　名】
②　火災覚知方法は、人的に覚知・機械的(自動火災報知設備等)に覚知
　③　想定内容は、　　　時　　　分頃、　　　　　　棟　　階の○○○○○（出火場所は建物側・消防職員が決定）から出火し、避難集合場所は　　　　　　　　　　　とする。

３．自衛消防組織と任務分担
	担当区分
	氏　　　名
	任　　　　　務

	自衛消防隊長
	
	○　隊員を指揮し、避難誘導及び火災の拡大防止にあたるとともに火災の状況及び逃げ遅れ者の有無等について、消防隊に報告すること。

	現場確認
	
	〇　出火場所を確認し、隊長等に連絡すること。
　初期消火班に指示を出すこと。

	初期消火
	
	○　消火器等を用いて初期消火活動を行うこと。

	情報伝達
	
	〇　機器（非常放送・拡声器）等を使用し、火災等の情報を随時伝達すること。

	通報連絡
	
	○　消防機関への通報（119番通報）又はその確認を行い、消防隊への情報の提供を行うこと。

	避難誘導係
	
	○　非常口を開放するとともに避難誘導にあたること。
○　避難終了後、人員を確認し、その結果を自衛消防隊長に連絡すること。


※　任務分担は、重複することも想定されます。
４．訓練終了後、消防用設備等の取扱い訓練を実施する。

・消火器取扱い訓練　（　する　【水消火器】【実射訓練】使用人数　　人　／　しない　）
・屋内消火栓取扱い訓練　（　する　／　しない　）　・その他　　　　　　　取扱い訓練

５．その他必要事項
・スモークマシーン　（　必要　／　不必要　）
・業者の立合の有無（　有　業者名　　　　　　　　　・無　）
６　対象物に設置されている消防用設備は何がありますか？あるものにレ点を記入
· 消火器　□　屋内栓（□易操作）□　ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ設備（□水道連結）
· 自火報（□P型・□R型）　□　非常放送（□自火報連動　□一斉鳴動　□区分鳴動）
· 火通（□自火報連動）　□誘導灯（□音声　□光　□標識）　□その他（　　　　　　　　）
※自主訓練の場合は、訓練を始める５分前に一般電話（７２－０１１９）で事前に連絡後、
１１９番通報し、通報時には、最初に「訓練通報です」と伝えてください。

